
小
麦
を
は
じ
め

道
内
有
数
の
農
業
生
産
地

　

網
走
市
の
農
家
一
戸
あ
た
り
の
平

均
耕
地
面
積
は
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
。
市
内
に
は
約
50
の
営
農
集
団
組

織
が
あ
り
、
大
型
機
械
を
導
入
し
た

大
規
模
畑
作
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

農
産
物
は
、
畑
作
3
品
（
麦
、
馬

25
％
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
生
産
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持

ち
ま
す
。
今
後
も
良
質
な
小
麦
を
安

定
的
に
出
荷
し
、
地
域
農
業
の
活
性

化
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
場
産
長
い
も
の

加
工
や
輸
出
で
消
費
拡
大

　

網
走
市
で
は
、
地
場
産
長
い
も
の

加
工
や
輸
出
を
通
じ
た
消
費
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
一
つ
が
、

ツ
ク
海
の
生
き
物
を
テ
ー
マ
と
し
た

観
光
施
設
。
北
海
道
最
大
級
の
常
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が

楽
し
め
る
ほ
か
、
3
0
0
イ
ン
チ

の
5
面
ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
た
流
氷

幻
想
シ
ア
タ
ー
が
、
壮
大
な
自
然
を

映
し
出
し
ま
す
。
流
氷
の
天
使
ク
リ

オ
ネ
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

平
成
28
年
か
ら
東
京
農
大
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
網
走
農
協
、
隣
ま
ち
の
大
空
町

と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
、
長
い
も

の
機
能
性
成
分
の
分
析
を
も
と
に
加

工
品
を
開
発
す
る
取
り
組
み
で
す
。

長
い
も
は
食
物
繊
維
が
豊
富
で
整
腸

作
用
に
も
優
れ
た
成
分
を
含
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
す
り
お
ろ
し
た
長
い

も
を
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
と
し
て
活
用
し

た
り
、
使
い
や
す
く
粉
末
に
加
工
す

る
た
め
の
成
分
分
析
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

40
年
以
上
の
栽
培
歴
を
持
つ
地
場

産
長
い
も
は
「
色
が
白
く
甘
み
が

あ
っ
て
お
い
し
い
」と
定
評
が
あ
り
、

輸
出
量
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
ほ
か
、
タ
イ
な

ど
に
も
販
路
を
広
げ
、
消
費
拡
大
を

進
め
て
い
ま
す
。

豊
か
な
漁
場
と
資
源
を
守
る

持
続
可
能
な
漁
業
生
産

　

網
走
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
漁

場
と
す
る
海
面
漁
業
と
、
4
つ
の
湖

で
行
わ
れ
る
内
水
面
漁
業
が
あ
り
、

鈴
薯
、
て
ん
菜
）
を
中
心
と
し
て
、

大
豆
、
長
い
も
、
ゴ
ボ
ウ
、
大
根
な

ど
が
栽
培
さ
れ
、
道
内
有
数
の
農
業

生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
麦
は
質
・
量
と
も
に
優
れ
、

市
内
で
は
、
う
ど
ん
の
原
料
と
し
て

定
評
の
あ
る
秋
ま
き
小
麦
「
き
た
ほ

な
み
」、
パ
ン
や
麺
に
適
し
た
春
ま

き
小
麦
「
春
よ
恋
」、サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
と
の
契
約
栽
培
に
よ
り
道
内
一
の

生
産
量
を
誇
る
ビ
ー
ル
大
麦
「
り
ょ

う
ふ
う
」
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

網
走
産
の
お
い
し
い
小
麦
を
地
元

で
積
極
的
に
広
め
よ
う
と
、「
オ
ホ
ー

ツ
ク
小
麦
フ
ェ
ス
タ
」
が
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
28
年
度
か

ら
は
、
市
内
小
中
学
校
の
給
食
パ
ン

に
網
走
産
「
春
よ
恋
」
を
全
面
使
用

す
る
な
ど
、
地
産
地
消
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
支
え
て
い
る
の
が
、
日

本
最
大
級
の
麦
乾
燥
施
設
と
し
て
処

理
能
力
約
3
万 

2
0
0
0
ト
ン
を

誇
る
麦
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
。
小

麦
の
自
給
率
が
極
め
て
低
い
日
本

で
、
評
価
の
高
い
道
産
小
麦
の
約

豊
か
な
漁
場
と
多
種
多
様
な
漁
業
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
か

な
漁
業
資
源
を
、
い
か
に
安
定
的
に

持
続
し
利
用
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
資
源
管
理

型
漁
業
や
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推

進
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な

マ
イ
ナ
ス
15
度
の
流
氷
体
感
室
で

は
、
本
物
の
流
氷
1
0
0
ト
ン
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

標
高
2
0
7
ｍ
の
天
都
山
の
頂

上
か
ら
の
眺
望
は
、
そ
の
名
の
通

り
「
天
の
都
」
に
い
る
よ
う
な
美
し

さ
。
展
望
台
で
は
、
一
面
に
広
が
る

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
網
走
湖
、
能
取
湖
、

濤
沸
湖
、
藻
琴
湖
、
知
床
連
山
を
見

渡
す
こ
と
が
で
き
、
観
光
客
は
も
ち

ろ
ん
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
ぐ
産
業
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

担
い
手
が
育
ま
れ
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
。

農
業
や
漁
業
を
土
台
と
し
た
地
域
の
魅
力
を
育
て
、

経
済
的
に
自
立
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

健康な経済

恵
み
を
生
か
す
知
恵
と
工
夫
で
、

ま
ち
の
魅
力
を
最
大
限
に
。

る
漁
場
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

海
面
漁
業
で
は
、
サ
ケ
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
サ
ー
モ
ン
の
資
源
安
定
化
に
向

け
た
調
査
、
ウ
ニ
や
ナ
マ
コ
な
ど
の

沿
岸
浅
海
資
源
の
た
め
の
漁
場
造

成
、
そ
し
て
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業

で
は
ナ
マ
コ
の
種
苗
生
産
な
ど
、
新

た
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

漁
場
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

網
走
川
流
域
の
農
業
者
と
漁
業
者
に

よ
る
河
川
環
境
保
全
に
関
す
る
共
同

宣
言
の
締
結
の
ほ
か
、
環
境
に
配
慮

し
た
農
業
を
漁
業
者
が
応
援
し
「
応

援
証
」
を
発
行
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

天
都
山
の
頂
上
で

流
氷
体
験
と
絶
景
を
楽
し
む

　

名
勝
・
天
都
山
に
あ
る
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
流
氷
館
」
は
、
流
氷
と
オ
ホ
ー

　東京出身ですが、縁あって東京農大オ
ホーツクキャンパスで学生時代を過ごしまし
た。自然の魅力に引かれつつも、若者と
してはどこか物足りなさを感じていた大学 4
年のときに、「遊び場所を自分でつくろう」
とカフェバーをオープン。失敗も重ねながら
10 年たった現在は、カフェやカレー専門店
など市内と東京で6 店舗を経営しています。
　中でも「cafe & restaurant 360（サン
ロクゼロ）」は、市の施設として多くのお客
様が訪れるオホーツク流氷館内にあり、責
任とやりがいを感じています。「このまち、
この場所じゃなければできない店づくり」を
コンセプトに、オホーツク海を一望する抜群
のロケーションの中で網走やオホーツクの
食の魅力を楽しんでいただいています。お
客様目線を第一にする以上、現状に満足
することはありません。
　目指すのは「店づくりを通じたまちづく
り」。網走の魅力をより多くの人たちに伝え
るには、地域に根ざしつつ世界に通用する
店づくりをすることが大切だと考えています。
東京農大 OBとしても、情熱のある後輩た
ちを卒業後に仲間として受け入れ、地域を
リードする人材になるよう応援していきたい
と思います。

このまち、
この場所の価値を生かし、
網走の魅力を
伝えていきたい。
株式会社 MID VILLAGE
代表取締役

中村 守宏さん
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網走産「春よ恋」は給食パンのほか、めん類にも使用

網走市麦類乾燥調製貯蔵施設

サケの水揚げ

オホーツク流氷館

天都山展望台からの風景 ホタテの水揚げ

Agriculture and Fisheries
Farmers in Abashiri are mostly engaged 

in large-scale upland farming using large 

machinery. In particular, the city is known 

as a major wheat production area in 

Hokkaido that produces large quantities 

of high-quality wheat. Fisheries in the 

city are divided into marine fisheries 

based in the Sea of Okhotsk and inland 

fi sheries in four lakes. The city is blessed 

with fertile fi shing grounds and a variety 

of fi shery resources.
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